
                 

胤 

富 
 

親
胤
の
亡
き
あ
と
は
、
『
千
葉
伝
考
記
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
昌
胤
の
弟
、
胤
富
が
千
葉
介
に
な
る(

親
胤
の
兄 

と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
叔
父
に
あ
た
る)

。
す
ぐ
れ
た
武
将
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
族
諸
臣
の
推
挙
の
動
き
な
ど
か
ら
充

分
に
察
知
さ
れ
る
。
戦
国
時
代
末
期
に
お
け
る
千
葉
介
と
し
て
、
も
っ
と
も
器
量
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
小
笠

原
長
和
氏
の
研
究
「
戦
国
末
期
に
お
け
る
下
総
千
葉
氏
」
（
『
軍
事
史
学
』
第
五
巻
第
四
号
所
収
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
の
べ
て
み
た
い
と



思
う
。 

 
胤
富
は
、
大
永
七
年(

一
五
二
七)

正
月
十
五
日
誕
生
、
父
昌
胤
の
次
男
で
、
生
母
は
、
兄
利
胤
と
同
母
の
金
だ
右
衛
門
大
夫
正
信
の
女

で
あ
る
。
父
昌
胤
か
ら
領
地
を
分
与
さ
れ
、
下
総
東
部
の
森
山
城(

小
見
川
町
岡
飯
田)

に
居
城
し
て
い
た
。
こ
の
地
に
配
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
郡
境
守
衛
の
た
め
と
い
わ
れ
、
な
お
か
つ
、
利
根
川
下
流
域
に
繁
延
す
る
千
葉
氏
の
族
縁
に
あ
た
る
海
上
・
国
分
・
粟
飯
原

氏
な
ど
の
力
に
頼
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
粟
飯
原
氏
は
、
千
葉
介
貞
胤
の
弟
氏
光
を
祖
と
し
、

大
戸
庄
を
中
心
に
、
地
盤
を
有
し
て
い
た
。
親
胤
の
亡
き
あ
と
、
胤
富
は
森
山
城
か
ら
本
佐
倉
城
に
移
り
、
森
山
城
に
は
小
見
川
城
主
の

粟
飯
原
胤
次
が
入
り
、
の
ち
養
子
胤
光
に
か
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
胤
光
は
北
条
氏
康
の
九
男
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。 

 

弘
治
三
年(

一
五
五
九)
八
月
、
胤
富
は
、
三
〇
歳
で
本
佐
倉
城
に
移
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
年
の
十
月
十
五
日
に
臼
井
城
主
で
あ
る
臼 

井
景
胤
が
没
し
て
い
る
。
子
の
久
胤
は
幼
少
で
あ
り
、
遺
言
に
よ
っ
て
小
弓
城
の
原
胤
貞 

が
臼
井
城
に
入
っ
て
久
胤
を
た
す
け
た
。
胤
貞
は
小
弓
城
と
臼
井
城
を
か
け
持
ち
に
し
て
、 

そ
の
う
ち
の
三
分
の
二
を
臼
井
城
で
す
ご
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
や
が
て
久
胤
に
か 

わ
っ
て
実
権
を
掌
握
し
、
ま
た
、
千
葉
氏
を
凌
ぐ
勢
力
を
た
く
わ
え
る
に
至
っ
て
い
る
。 

 
話
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
親
胤
の
時
代
、
天
文
二
十
三
年(

一
五
五
四)

の
春
、 

北
条
氏
康
は
甲
斐
の
武
田
晴
信
、
駿
河
の
今
川
義
元
と
和
睦
し
、
甲
・
駿
・
相
の
三
国
同 

盟
が
成
立
し
た
。
氏
康
に
と
っ
て
は
恐
る
べ
き
敵
は
、
長
尾
景
虎
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の 

よ
う
な
動
き
に
対
し
て
里
見
義
尭
は
、
長
尾
景
虎
に
接
近
し
、
房
・
越
同
盟
を
結
ん
で
相 

対
峙
し
た
。
永
禄
二
年(

一
五
五
九)

長
尾
景
虎
が
上
洛
し
た
隙
を
ね
ら
っ
て
武
田
・
後
北 

条
は
信
濃
や
上
野
に
軍
進
め
た
が
、
景
虎
帰
国
の
報
が
入
る
や
撤
兵
し
て
い
る
。
越
え
て
、 

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇)

八
月
、
後
北
条
軍
は
、
里
見
義
尭
の
拠
点
で
あ
る
久
留
里
城
を
包

囲
し
た
。
義
尭
は
、
越
後
に
使
者
を
お
く
り
、
景
虎
の
救
援
を
要
請
し
た
。
九
月
、
景
虎
は
北
関
東
に
出
陣
し
て
後
北
条
方
の
諸
城
を
落



し
、
連
戦
連
勝
の
勢
い
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
報
告
を
受
け
た
氏
康
は
、
遂
に
久
留
里
城
の
囲
み
を
解
い
て
、
武
蔵
の
河
越
に
軍
を
進
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
危
機
を
救
わ
れ
た
里
見
は
、
こ
れ
を
好
機
に
転
じ
、
翌
永
禄
四
年(

一
五
六
一)

に
は
、
正
木
大

膳
亮
時
茂
に
命
じ
て
、
小
弓
城
と
臼
井
城
を
攻
撃
さ
せ
て
い
る
。
と
も
に
落
城
し
、
救
援
に
馳
せ
参
じ
た
胤
富
軍
は
敗
北
し
、
本
佐
倉
城

に
逃
げ
か
え
る
と
い
う
始
末
に
終
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
原
胤
貞
が
こ
れ
を
取
り
返
す
こ
と
の
で
き
た
の
は
、
小
弓
城
が
永
禄
五
年(

一
五

六
二)

、
臼
井
城
が
永
禄
七
年(

一
五
六
四)

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
正
木
時
茂
に
よ
る
小
弓
・
臼
井
両
城
の
攻
撃
の
行
わ
れ
た
年
に
、
長
尾
景

虎
は
鎌
倉
の
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
に
お
い
て
上
杉
管
領
家
の
名
跡
を
つ
ぎ
、
前
管
領
上
杉
憲
政
の
一
字
を
も
ら
っ
て
景
虎
を
政
虎
と
改
め
た
。 

の
ち
輝
虎
、
入
道
し
て
謙
信
を
称
し
た
こ
と 

は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。 

 

北
条
氏
政
と
里
見
義
弘
が
雌
雄
を
か
け
て 

戦
っ
た
永
禄
七
年(

一
五
六
四)

正
月
の
第
二 

次
国
府
台
の
戦
い
は
、
里
見
方
の
敗
北
で
終 

わ
っ
た
。
後
北
条
の
房
総
へ
の
侵
略
が
一
段 

と
は
げ
し
く
な
り
、
里
見
は
房
総
南
部
に
次 

第
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う 

な
時
、
永
禄
八
年(

一
五
六
五)

七
月
、
上
杉 

謙
信
は
里
見
義
弘
に
対
し
て
武
蔵
へ
の
出
陣 

を
要
請
し
て
き
た
。
謙
信
は
十
一
月
、
関
東 

に
入
り
、
年
を
越
し
て
二
月
に
常
陸
の
小
田 

城
を
攻
撃
し
て
い
る
。
攻
め
落
と
し
た
あ
と 

下
総
に
入
り
、
同
月
、
小
金
の
本
土
寺
に
禁
制
を
掲
げ
、
船
橋
を
経
て
、
三
月
は
じ
め
原
胤
貞
の
守
る
臼
井
城
を
包
囲
し
た
。 



 

胤
富
は
兵
を
率
い
て
臼
井
城
に
駆
け
つ
け
、
胤
貞
を
た
す
け
た
。
胤
貞
・
胤
富
は
よ
く
城
を
守
り
、
上
杉
軍
は
堀
一
重
を
の
こ
す
ま
で

攻
め
た
て
、
落
城
寸
前
ま
で
追
い
込
ん
だ
が
長
陣
の
不
利
を
さ
と
り
遂
に
方
位
を
と
い
て
引
き
揚
げ
て
い
る
。
撤
兵
に
つ
い
て
、
旧
説
で

は
、
臼
井
城
包
囲
戦
の
さ
な
か
足
利
義
秋
（
の
ち
の
一
五
代
将
軍
足
利
義
昭
）
の
使
者
が
、
謙
信
に
宛
て
た
義
秋
と
大
覚
寺
門
跡
義
信
の

そ
れ
ぞ
れ
の
書
状
を
も
っ
て
来
陣
し
、
謙
信
に
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五)

五
月
十
九
日
、
松
永
久
秀
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
将
軍
義
輝
の
あ

と
の
、
幕
府
復
興
の
援
助
を
求
め
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
た
が
、
近
年
、
足
利
義
氏
が
豊
前
山
城
守
に
お
く
っ
た
書
状
が
と
り
あ
げ
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
意
外
な
事
実
が
判
明
し
た
次
第
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
月
二
十
五
日
の
戦
闘
で
、
上
杉
軍
は
五
〇
〇
〇
余
人
の
死

傷
者
を
出
し
、
誇
張
が
あ
っ
た
と
し
て
も
か
な
り
の
痛
手
を
蒙
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
に
兵
站

の
問
題
も
不
如
意
と
な
り
、
長
陣
は
無
益
と
考
え
た
謙
信
が
、
撤
退
を
指
令
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
反
面
、
千
葉
氏
方
が

臼
井
城
を
守
り
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
胤
富
自
身
の
救
援
が
大
い
に
功
を
奏
し
、
自
ら
諸
兵
を
指
揮
し
て
戦
闘
を
巧
妙
に
展
開
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
胤
富
は
永
禄
十
一
年(

一
五
六
八)

に
は
、
北
条
氏
康
の
細
則
に
応
じ
て
駿
河
に
出
陣
し
、
武
田
信
玄
の
攻
撃

を
う
け
た
今
川
氏
真
を
た
す
け
て
い
る
。 

 

天
正
二
～
五
年(

一
五
七
四
～
七
七)

に
か
け
て
後
北
条
氏
の
攻
撃
は
著
し
く
、
関
や
ど
の
梁
田
氏
が
や
ぶ
れ
、
土
気
・
東
金
の
両
酒
井

氏
も
完
全
に
後
北
条
の
傘
下
に
属
し
、
上
総
北
部
か
ら
里
見
の
勢
力
を
駆
逐
し
た
。
こ
の
間
、
天
正
元
年(

一
五
七
三)

四
月
に
武
田
信
玄

が
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
六
月
に
は
里
見
義
尭
が
、
天
正
六
年(

一
五
七
八)

三
月
に
は
上
杉
謙
信
が
、
同
年
五
月
に
は
里
見
義
弘
が

そ
れ
ぞ
れ
没
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
追
う
よ
う
に
し
て
天
正
七
年(

一
五
七
九)

五
月
四
日
、
胤
富
も
五
三
歳
の
生
涯
を
と
じ
て
い

る
。 

 
 

 


